
～ 8年　2月　27日

（対象者数） 28 （回答者数） 10

～ 8年　2月　27日

（対象者数） 7 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・社会参加に向けた支援の強化

2

・自己選択・自己決定の支援の充実

3

・医療・福祉との連携強化

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・発達段階や利用目的に応じた支援の整理

2

・小さな成長の記録と共有の仕組みづくり

3

・保護者・関係機関との連携強化

・個別支援と集団活動のバランス調整が必要 ・状態変動があり支援の安定が難しい

・個別対応が中心となる場面が多い ・個別対応が中心となる場面が多い

・安心して過ごせる居場所としての役割を果たしている ・安心できる関係づくりを重視している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・利用児の背景が多様であり、一律の支援が難しい ・不登校や発達特性など多様なニーズ

○従業者評価実施期間
8年　1月　13日

○従業者評価有効回答数

・個別支援と集団支援を状況に応じて選択できる ・外出や地域資源を活用した支援を行っている

○事業所名 にじいろ

○保護者評価実施期間
8年　1月　13日

○保護者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
8年　3月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・多様な背景やニーズに柔軟に対応できる ・利用児の状態に応じて活動を選択できる環境を整えて

いる

事業所における自己評価総括表公表


